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どうコミュニケーションしてよいか分からない状態でした。
そのリハビリも兼ねて、自分の生き方を見直すというか、自
分の生きた時代をその背景から考え直すのが自分の研究だと
思うようになりました。女性とうまくコミュニケーションで
きないというのも、男子校に通っている間に矯正されたから
ではないか。そこで奪われたものが何だったのか。

私自身が常に見られている感じを持っていました。カメラ
が普及するにつれて、人の生活をのぞき見することが一般的
になりました。個人もジャーナリズムも、警察までもどんど
ん写真を撮るようになったのです。肉眼で見るのではなくレ
ンズを通して見ることが世の中の主流になってきて、肉眼の
文化、目で見る文化が衰えるのではないかと感じ、監視カメ
ラなどのカメラ文化が拡大する以前にあるものが何なのか、
関心を持ったのです。カメラが発達する前は、人は直接のぞ
いていました。社会科学の研究者はのぞきのことなど取り上
げませんが、のぞきをテーマにして風俗や文化を考えようと、
のぞき研究を始めました。

■面白いネタであっと言わせる快感
大学の正門までの間に人生を学べ

まず、現場で働くおっちゃんやおばちゃんの声を聞いてこ
いということです。若かったら理屈なんて2年間でマスターで
きると思います。それよりは私のゼミにいる間に、理不尽な
ことの多い世の中について知っておいたほうが、きっと財産
になります。私自身、学生に教えてもらうことが少なくあり

ません。
街歩きを始めたころは学生数人と飲み会のついでに歩いて

いただけだったのです。そのうち事前に伝えると、毎回10～
15人くらい集まるようになりました。そうなると気が付く点
が違って、お互いに刺激にもなる。目の付けどころがみな違
う。一つのものがどう違って見えるのかではなく、目線が全
く違うのです。何にカメラを向けるか、何の前で足を止める
かで、初めて別の人の見方や考え方を知るわけです。
さらに、ゼミで発表するときにみんなに受けたいと思って

頑張りますが、このイチビリ心がすごく大事なのです。「あん
な面白いネタを拾ってきよった、負けられへんな」となる。
こういう切磋琢磨が生まれてきます。理屈のお勉強を始める
とつぶし合いの議論になり、つぶしたものが勝ち残ることに
なります。そうではなくて、より面白いネタであっと言わせ
ることができるのです。この快感をいっぺん知ったらやめら
れませんよ。

街歩きで人気があるのは、新しい商業施設ではなく昔から
の商店街です。普通の住宅街に行っていきなり住民とお話を
するのは無理ですが、商店街ならそれが可能です。
関大のように喫茶店や古本屋などがある学生街は貴重です。

学生は大学の正門までの数百メートルで人生を学んでいると
思います。
元気な関大、庶民派の関大というのも、トータルイメージ

としていいと思いますが、もっと各学部で色合いの違いがあ
ってほしいですね。最近は主体的に好奇心を表に出せる人が
減ってきて、出し方が下手になっています。好奇心が全開で
元気がある人は、何でもできる社会学部をお勧めします。
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■研究最前線

Research front line

「街歩き」10年のフィールドワーク
異質なものと出会う驚きと発見

■自分の生きた時代背景を考え直す
社会学の勉強は何でもありだ

フィールドワークもかつては目新しい言葉でした。私の学
生時代のころは、人類学や民族学がその方法で成果を上げて
いました。逆に言うと、アフリカの部族社会まで行かないと
フィールドワークの名に値しないというような風潮もありま
した。それに対して私は、海外へ行く度胸もなく金もなくて
も、国内でフィールドワークはできるはずだし、社会学の方
法としても有効だと考えました。私たちが受けた方法論上の
刺激を、なるべく古びない形で若い世代にも知ってもらいた
いという思いもあって続けています。
「社会学部で何が勉強できるんですか」と高校生や受験生に
聞かれると、「何でも」と答えます。それで物足りなさを感じ
る人もいますが、何でもできると聞いて喜んでくれる人のほ
うが柔軟性や自主性があると思います。私自身が社会学にひ
かれたのは、自分のしたいことをできたからです。25年ほど
前の社会科学は、専門性は高かったかもしれないけど、間口
が狭かったですから。
当時、社交ダンスは衰退の一途をたどっていました。京都

に古いダンスホールが残っていて、たまたま踊っていただい
た相手の方は母親よりも年上でしたが、とても上手なんです
よ。プロとはこういうものだと思いました。そのプロの世界
が消えつつあったわけで、何か調べてみたいなと思ったのが
きっかけです。
ダンスの素養どころか、私は男子校出身で女性への接し方

は全然駄目。大学に入って初めて女の子としゃべったので、
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好奇心全開で街へ出よう！ みんな目の付けどころが違う
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